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平成23年度　施政方針・予算

●
農
林
水
産
業
費　

３
億
５
４
１
３
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
２
６
１
９
円

　

前
年
度
比
＋
５
・
４
％
）

創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
１
３
１
万
円

新
規
就
農
者
支
援
事
業　
　
　
　
　

１
４
４
万
円

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
繰
出
金
７
９
７
１
万
円

水
頭
地
区
た
め
池
整
備
事
業　
　
　

５
７
６
万
円

農
村
災
害
対
策
整
備
事
業

（
鮎
貝
排
水
機
場
改
修
整
備
）　
　
　

３
６
８
万
円

土
地
改
良
区
統
合
整
備
事
業　
　
　

１
５
８
万
円

萩
野
地
区
農
地
環
境
整
備
事
業　
　

６
９
２
万
円

農
業
用
河
川
工
作
物
応
急
対
策
事
業

（
諏
訪
堰
頭
首
工
整
備
）　
　
　
　
　

２
６
４
万
円

浅
立
地
区
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
２
７
０
万
円

地
域
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
推
進
事
業
３
５
０
万
円

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業
（
白
鷹
東
部
線
）　

９
１
０
万
円

●
商
工
費　
　
　
　
２
億
２
８
２
４
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

１
万
４
５
７
９
円

　

前
年
度
比
＋
13
・
２
％
）

観
光
４
シ
ー
ズ
ン
誘
客
推
進
事
業　

５
８
８
万
円

連
泊
型
滞
在
観
光
推
進
事
業　
　
　

７
７
７
万
円

白
鷹
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
運
営
推
進
事
業
４
８
７
万
円

商
業
活
性
化
促
進
事
業　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

住
宅
需
要
拡
大
促
進
事
業　
　
　

２
０
０
０
万
円

農
工
商
連
携
推
進
事
業　
　
　
　
　

５
５
１
万
円

白
鷹
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
事
業
４
２
４
万
円

中
小
企
業
緊
急
金
融
対
策
事
業　
　

４
１
０
万
円

雇
用
創
出
促
進
事
業　
　
　
　
　

１
２
０
０
万
円

●
土
木
費　
　
　

８
億
７
３
６
１
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

５
万
５
８
０
０
円

　

前
年
度
比
＋
15
・
４
％
）

除
雪
事
業　
　
　
　
　
　
　

１
億
１
０
３
７
万
円

除
雪
機
整
備
事
業　
　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円

道
路
改
良
事
業　
　
　
　
　

２
億
１
５
５
９
万
円

「
す
ま
い
る
！
四
季
の
郷
」
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
９
０
万
円

下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金　

３
億
８
０
０
９
万
円

住
宅
耐
震
化
等
促
進
事
業　
　
　

１
４
６
７
万
円

●
消
防
費　
　
　
　
３
億
３
６
７
５
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

２
万
１
５
０
９
円

　

前
年
度
比
▲
２
・
７
％
）

西
置
賜
行
政
組
合
負
担
金　

２
億
６
８
４
４
万
円

防
火
水
槽
新
設
事
業　
　
　
　
　

１
６
５
０
万
円

小
型
動
力
ポ
ン
プ
導
入
事
業　
　
　

５
１
０
万
円

●
教
育
費　
　
　
　
６
億
３
１
０
６
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

４
万　

３
０
８
円

　

前
年
度
比
＋
３
・
７
％
）

学
校
生
活
支
援
員
設
置
事
業　
　

１
０
５
４
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
管
理
等
事
業
３
５
９
１
万
円

東
中
学
校
体
育
館
地
震
補
強
事
業
２
４
５
０
万
円

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業　
　
　
　

１
２
７
万
円

小
中
学
生
交
流
事
業　
　
　
　
　
　
　

３
８
万
円

白
鷹
町
史
編
さ
ん
事
業　
　
　
　
　

４
６
１
万
円

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
５
０
０
万
円

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
０
万
円

学
校
給
食
共
同
調
理
場
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
４
４
万
円

●
公
債
費　
　
　

11
億
９
８
７
４
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

７
万
６
５
６
７
円

　

前
年
度
比
▲
８
・
８
％
）

●
そ
の
他　
　
　

１
億
６
７
１
４
万
円

（
町
民
一
人
当
た
り　

１
万　

６
７
６
円

　

前
年
度
比
＋
19
・
０
％
）

議
会
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
１
４
６
８
万
円

労
働
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
１
７
万
円

災
害
復
旧
費　
　
　
　
　
　
　
　

１
８
５
９
万
円

諸
支
出
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
万
円

予
備
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円

講
座
な
ど
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
な
ど
を
通
し
た
社
会
力
の
育
成
や
地
域
の
教

育
力
の
向
上
を
め
ざ
す
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

な
ど
の
事
業
に
継
続
し
て
取
り
組
む
ほ
か
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

幅
広
い
視
野
を
持
つ
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
新
た
に
「
小
中
学
生
交

流
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
を
重
点
に
、
団
体
の
育
成
や
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
就
業
セ
ン
タ
ー
や
東
陽
の
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
の
施
設
整
備
の
研
究
も
含
め
、
町
民
の
健
康
増
進
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

○
町
芸
術
文
化
協
会
と
の
連
携
に
よ
る
芸
術
祭
の
開
催
や
、
各
種
団
体
の

育
成
・
支
援
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

○
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
「
あ
ゆ
ー
む
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
よ
り
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
町
文
化
事
業
と
の
調

整
を
図
り
、
利
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
中
央
公
民
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
図
書
館
の

あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
、
基
本
計
画
を
策
定
し
、
町
民
が
利

用
し
や
す
い
図
書
館
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

○
地
域
の
文
化
財
の
保
護
、
伝
承
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
俗
資
料
の

活
用
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
を
目
標
に
町
史
編
さ
ん
事
業
に

取
り
組
み
ま
す
。

５
．
行
財
政
改
革
の
推
進

○
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
地
域
主
権
改
革
が
進
む
中
、

町
の
実
情
に
合
っ
た
最
適
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
実
現
を
め
ざ
し
、

第
４
次
白
鷹
町
行
財
政
改
革
大
綱
を
基
本
に
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

○
新
た
な
雇
用
創
出
と
産
業
化
の
推
進
と
い
う
視
点
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
体

制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
庁
内
組
織
の
活
性
化
を
推
進
し
、
組
織
力

の
向
上
に
向
け
、
若
手
職
員
を
中
心
と
し
た
職
員
研
修
の
充
実
と
計
画
的

な
定
員
管
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
の
状
況

　

国
の
地
方
財
政
対
策
は
、
企
業
収
益
の
回
復
等
に
よ
り
、
地
方
税
収
入

や
国
税
収
入
が
増
加
す
る
一
方
、
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然
増
や
公
債
費

が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
大
幅
な
財
源

不
足
が
生
じ
る
見
込
み
の
中
に
お
い
て
、
地
方
一
般
財
源
の
総
額
を
平
成

22
年
度
の
水
準
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
対

応
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
人
口
の
減
少
、
特
に
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が

大
き
い
こ
と
や
、
町
内
の
景
気
動
向
が
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
税
収
等
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
財
政
の
硬
直
化
が
続
い
て
い
る

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
行
財
政
改
革
の
継
続
的
な
推
進
に
よ
り
着
実
に
改

善
の
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
23
年
度
は
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
推
進
し
、
持
続
可
能
で
健
全
な
財
政
運
営
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
の
将
来
像
で
あ
る
「
笑
顔
か
が
や
き　

心
か
よ
う　

美
し
い
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
諸
課
題
に
対
し
て
積
極
的
に
対
応
す
る
行
財
政

運
営
を
行
い
ま
す
。

　

予
算
編
成
の
基
本
方
針

　

平
成
23
年
度
予
算
は
、
地
方
財
政
対
策
や
国
県
の
予
算
編
成
の
動
向
等

を
踏
ま
え
た
上
で
、『
第
５
次
総
合
計
画
』
の
実
質
的
な
ス
タ
ー
ト
の
年
と

し
て
、「
人
づ
く
り
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
、「
子
育
て
・
教
育
」「
雇
用
・
産

業
」「
地
域
」
を
重
点
分
野
と
し
て
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
く
観
点
か

ら
編
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
重
点
分
野
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
新

た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
構
築
及
び
新
た
な
雇
用
創
出
と
産
業
化
の
推

進
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
71
億
７
５
０

０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
対
し
３
億
３
７
０
０
万
円
、
４
・
９
％
の
増

加
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、
こ
ぐ
わ
・
あ
ゆ
か
い
保
育
園
の

統
合
・
民
営
化
に
向
け
て
の
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
整
備
事
業
や
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業
の

推
進
を
は
じ
め
と
し
て
、
産
業
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
た
農
工
商
観
の
連
携
、

産
業
の
６
次
化
に
向
け
た
対
応
及
び
雇
用
創
出
促
進
事
業
な
ど
、
子
育
て

支
援
や
雇
用
の
充
実
に
結
び
つ
く
施
策
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
図
っ
た
ほ

か
、
住
宅
耐
震
化
の
促
進
、
学
校
施
設
の
耐
震
化
及
び
防
火
水
槽
の
整
備

な
ど
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
に
も
対
応
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
る
た
め
の
検
討
事
業
や
、
地
域
づ
く
り
へ
の
支

援
等
も
推
進
し
ま
す
。


